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とREを掲載し，第3･1'図はそのグラフである。
　第１期のロジスティツク曲線に対するKi, K,および瓦の計算のため
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　　　　　　　第１図　基　　本　　図
（1）九　州　　　　　　　　　　　　（2）四　国
（3）中　国 （4）北　陸
⑤東北
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（基本表）　　第１表　地　方　別　総　人　ロー昭和22年～60年
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　　　ロジスティツク曲線による
　　　　　　　　　　　地方人口変動の分析
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木尚文
　1.序
　この小論の目的は，人口変動の統計的分析の分野において有効な分析手
段を提供しているロジスティツク曲線を用いて，地方人口の動きを単にト
レースするだけではなくて，より適確に把握することにある。実は之の研
究については，地域によって幾分異なるが昭和22ないし25年から53年の
期間にわたって，３タームに分けて分析した結果の骨子を共同研究として
第48回（昭和55年度）日本統計学会総会のⅡの部Ａ会場における共通テーマ
　（人口変動の統計的分析1）」において報告したものである。今回は，さら
にそれらに検討を加えるとともに期間についても昭和60年までの資料を加
えて延長している。
　さてここでとりあげている地方は，九州，四国，中国，北陸および東北
の五地方に限定している。その趣旨はこの約15年程地方の時代到来が叫ば
れてきているので，総体的にみて人口の非集中的な地方として前記五地方
を採り上げ，それらの地方の総人口の増加や減少のしかたをデータによっ
て的確に分析できる統計的手法の開発をテーマとしている。したがって問
題としている地域としては，都道府県，町村単位の地域を対象とすること
も可能であるが，この拙論では上記の五地方を選択した。このように五地
方もとり上げたもう一つの理由は，各地方にそれぞれの特異事情にょって
特異点(Outlier)が生じたとき，それぞれごとに，それに対処するトリッ
ク(trick)を編みだして大きな流れを見出すことが必要なので，敢えて五
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